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令和元年１０月伊勢原市教育委員会定例会議事録 

 

１ 開催日時 

  令和元年１０月２３日（火）午前９時３０分から１０時１０分 

 

２ 開催場所 

  市役所 ３階 第２委員会室 

 

３ 教育長及び委員 

  教育長           鍛代 英雄                    

  委 員（教育長職務代理者） 渡辺 正美 

  委 員           永井 武義 

委 員           重田 恵美子 

  委 員           菅原 順子 

   

４ 説明のために出席した職員 

  教育部長          谷亀 博久 

  学校教育担当部長      石渡 誠一 

  参事（兼）教育総務課長   古清水 千多歌 

  参事（兼）歴史文化担当課長 立花 実 

  参事（兼）教育センター所長 橋口 龍郎 

  学校教育課長        守屋 康弘 

  教育指導課長        今井 仁吾 

  社会教育課長        小谷 裕二 

  図書館・子ども科学館長   倉橋 一夫 

     

５ 会議書記 

  教育総務課総務係長     大澤 貴之 

 

６ 傍聴人 

  なし 

 

７ 議事日程 

  日程第１ 前回議事録の承認 

  日程第２ 教育長報告 

  日程第３ 教育委員報告 

 

  －－－－－－－－－－－－－－ ○ －－－－－－－－－－－－－－－ 

 

午前９時３０分   開会 
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○教育長【鍛代英雄】  定刻となりました。ただいまから教育委員会議を開催

いたします。 

 

  －－－－－－－－－－－－－－ ○ －－－－－－－－－－－－－－－ 

 

日程第１ 前回議事録の承認 

 

○教育長【鍛代英雄】  日程第１、「前回議事録の承認」について、お願いし

ます。 

○教育長及び全委員 承認 

 

  －－－－－－－－－－－－－－ ○ －－－－－－－－－－－－－－－ 

 

日程第２ 教育長報告 

 

○教育長【鍛代英雄】  日程第２、教育長報告でございます。本日は１件でご

ざいます。市議会９月定例会、総括質疑・一般質問の概要について、担当する各

部長からご報告いたします。 

 お願いします。 

○学校教育担当部長【石渡誠一】  それでは、市議会９月定例会教育委員会関

連総括質疑及び一般質問答弁の概要でございます。資料１をごらんください。 

 総括質疑、川添康大議員です。質問の主題は、教職員の多忙化についてです。 

 まず市長から、各学校においては日ごろから会議の終了時刻の設定や教材等の

データの共有化等を行い、業務の効率化を図っていること、また教育委員会では、

昨年８月に教職員の健康増進と休暇取得促進を図ることを目的に学校閉庁日を試

行し、この閉庁期間中に約９割の教員が年休や夏季休暇を取得していること、あ

わせて教職員の働き方改革に向けた基本方針を３月に策定し、教職員の働き方改

革に向けた取り組みを進めている旨の答弁をしております。 

 再質問の、超過勤務の状況についてについては、教育委員会が実施した特定の

１週間を対象とした実態調査の結果によると、平成２９年度と比較して、３０年

度は１８時間以上の超過勤務を行った割合は減少している旨を答弁しました。 

○教育部長【谷亀博久】  続きまして２ページです。一般質問になります。１

番、橋田夏枝議員です。発言の主題としては、犯罪の起きにくい環境を整えるた

めにということで、具体的な内容としては防犯カメラの関係です。 

 （１）中学校防犯カメラ設置の経緯と運営についてということでございます。

伊勢原ロータリークラブより、創立５０周年記念事業として、市内の全中学校に

防犯カメラ一式を寄附したいというお話がありました。学校敷地内への侵入や犯

罪の抑止等を図ることができることから、各中学校と設置箇所等の調整を行って、

ことしの４月に設置させていただきました。 

 システムの内容は学校により異なりますが、防犯カメラが２台から３台、それ
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から液晶モニター、記録装置等でございます。カメラは主に校舎の外壁等に設置

して、校門等の出入り口方面の学校敷地内を主に撮影します。それから管理運用

基準を定め、各学校において運用しているところでございます。 

 （２）小学校への設置の考え方ということでございます。防犯カメラは児童・

生徒の安全確保を図るため大変効果のあることと認識をしてございます。また、

小学校からも、防犯カメラの設置について要望もあることから、全ての小学校に

できるだけ早い時期に設置することができるよう、努めてまいりたいという答弁

をしております。 

○学校教育担当部長【石渡誠一】  続いて、今野康敏議員です。発言の主題は、

学校教育のさらなる国際化に向けた取り組みについて、２点のご質問です。 

 まず、小学校における英語教育の現状と課題についてです。まず現状として、

新学習指導要領の移行期間である平成３０年度は、３・４年生で外国語活動を年

間約１５時間、５・６年生で外国語科の内容も含めて約５０時間を実施し、また

特色ある教育モデル推進事業を実施している大山小学校では、１年生から４年生

で年間約３５時間、５・６年生で約７０時間を実施していること。また小学校の

学習指導要領では、ネーティブスピーカーや英語が堪能な地域人材の協力を得る

など指導体制の充実を図るとともに、指導方法の工夫を行うこととなっているこ

と。また本市においては、外国語指導助手、いわゆるＡＬＴを３・４年生の各学

級に年間約１０時間、５・６年生に各学級１７時間程度配置し、実践的なコミュ

ニケーション能力の育成を図っている旨を答弁しました。 

 課題として、令和２年度に新学習指導要領が全面実施となり、標準事業時数が

小学校３・４年生の外国語活動として年間３５時間、５・６年生では外国語科と

して年間７０時間となり、授業時数が増加すること。また、「聞くこと」「話す

こと」を中心とした活動に加え、高学年からは「読むこと」「書くこと」につい

ても扱う教科学習となることなど、指導する教員には具体的な指導や評価の仕方

等、さまざまな対応が求められること。ＡＬＴの計画的な配置の拡充等、学校支

援のより効果的な体制整備が今後の課題であると答弁しました。 

 ２点目の、グローバル化に対応した英語教育改革についての質問については、

ＪＥＴプログラムを活用して、ＡＬＴを各小学校に配置することを想定しての質

問でした。ＪＥＴプログラムは、語学指導等を行う外国青年招致事業の略で、外

国青年を招致して地方自治体で任用し、外国語教育の充実と地域の国際交流の推

進を図る事業です。 

 現在、本市のＡＬＴは、小学校は４名を配置し、計画的な授業を教員とともに

実施しており、各ＡＬＴが研究授業を実施した際には、他のＡＬＴや委託業者、

指導主事、教職員が加わって研究会を行うなど、授業力を高める取り組みを行っ

ている旨を答弁いたしました。 

 一方、ＪＥＴプログラムにつきましては、昭和６３年から平成１７年まで、１

名ないし２名を、伊勢原市でも任用していた経緯がありますが、それ以降は委託

という形で進めさせていただいております。 

 このＪＥＴプログラムによって、市がＡＬＴを直接任用した場合、通訳等の業
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務を依頼することができますが、ＡＬＴの生活面や指導方法のサポート、トラブ

ル対応を市が行うことなどから、現状ではＪＥＴプログラムを活用することは行

っていないが、今後、児童が英語を用いてコミュニケーションを図るためのさら

なる指導体制の充実に努めていくという旨を答弁いたしました。 

 続きまして、夛田嚴議員です。発言の主題は、次代を担う子どもたちが参加で

きる東京２０２０オリンピック・パラリンピックについてです。 

 小中学校ではどのような取り組みをしているのかというご質問に、中学校の保

健体育科では、世界中の人々にスポーツの持つ教育的な意義や倫理的な価値を伝

えたり、人々の相互理解を深めたりすることで、国際親善や世界平和に大きな役

割を果たしていることを理解できるよう学んでいること。小学校の体育では、オ

リンピック・パラリンピックについては、運動を通して間接的に学ぶ内容である

こと。社会科の歴史の学習では、オリンピック・パラリンピックの開催等を手が

かりに、日本の国民生活が向上し、国際社会の中で重要な役割を果たしてきたこ

とを学ぶこと。また、特別の教科道徳の教科書では、オリンピック・パラリンピ

ック選手や関係等を取り上げている旨を答弁いたしました。 

 再質問では、東京２０２０オリンピック・パラリンピックに向けての小中学校

での具体的な取り組みについてのご質問をいただきました。 

 こちらに対しまして、東京２０２０教育プログラムのオリンピック・パラリン

ピック教育実施校に、市内全ての小中学校が認証されていること。具体的に、セ

ーリング教室の実施、車椅子バスケットボールの選手による体験授業、パラリン

ピックについて調べ学習をして発表会を行ったりしている学校の取り組みについ

て紹介するとともに、オリンピック・パラリンピックマスコット選定における投

票にも参加していること。中学校ではパラスポーツ「ボッチャ」の体験等のほか、

神奈川県教育委員会が作成した学習教材や、国際パラリンピック委員会公認教材

の活用等が計画されている旨を答弁いたしました。 

 なお、東京オリンピック・パラリンピック競技大会組織委員会では、次代を担

う子どもたちに、一生の財産として心に残る機会を提供するとの趣旨で、学校教

育活動の一環として、学校連携観戦チケットを配付することとしており、本市も

このチケットの配付を受けることができる見込みとなりました。 

今後、学校と相談の上、希望する児童・生徒に競技を直接観戦する機会を提供

すること、東京オリンピック・パラリンピックの開催をよい機会と捉え、引き続

き各学校及び関係機関と連携を図り、教育活動の充実に努めていく旨を答弁いた

しました。 

 続きまして、宮脇俊彦議員です。発言の主題は、小学校給食調理の民間委託に

ついてです。 

 なぜ、好評を得ている小学校給食の調理を民間委託するのかという質問に、市

では、行財政改革推進計画や定員管理計画により、行政サービスを効率的かつ効

果的に提供するため、外部委託や民間活力の導入に取り組むこととしていること。

給食調理業務の民間委託は、人口減少社会の到来により、今後も厳しい財政状況

が見込まれる中、給食調理員の定年退職に合わせ、民間事業者への委託を推進し、
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簡素で効率的な行政運営を図ることを目的に施行実施するものである旨、答弁い

たしました。 

 委託業務の内容は、調理、食器類の洗浄、施設の清掃等片づけの部分であり、

学校給食の基本は維持し、安全安心で安定的な学校給食の提供を目指すこと。委

託校においても、栄養教諭または学校栄養職員を配置し、児童に必要な栄養の量

やバランスを考えた共通の献立により、学校給食物資指定業者から安全な食材を

購入すること。地場食材の活用、食物アレルギーへの対応、食育の推進など、民

間委託後もこれまでと変わらない学校給食を児童に提供する旨、答弁をいたしま

した。 

 川添康大議員です。発言の主題は、自転車用ヘルメットについてです。こちら

は再質問で２点、まず１点目に、１０月から保険の加入が義務化されるが、自転

車損害賠償保険等への加入状況についてご質問をいただきました。 

 自転車損害賠償保険等への加入については、これまでも各中学校での入学説明

会等において、保護者に対し推奨してきたこと。教育委員会では、この９月に小

中学校に対し、全ての保護者に向け、保険等への加入の確認をお願いする旨の文

書を配付するよう依頼し、特に中学校では、通学等に自転車を利用していること

から、保険への加入状況の調査を行っており、加入状況については調査途中でし

たが、自転車を利用している家庭の多くは既に保険に加入している状況がうかが

えること。未加入であることがわかった場合には、必要に応じて加入の啓発に努

めていく旨、答弁をいたしました。 

 ２点目の質問です。中学生から自転車用ヘルメットの着用率は大きく低下する

が、学校での対策についての質問に、自転車用ヘルメットの着用については、自

転車乗車時の重大な事故を防ぐ有効な手段となるなど、児童・生徒自身が安全性

への理解を深め、意識を高めていけるよう、児童・生徒への指導や家庭への啓発

に努めていること。中学校では、入学説明会で、保護者に向けてヘルメット着用

を推奨し、入学後に行われる交通安全教室では、ヘルメット着用も含め、自転車

に乗る際の安全指導を行っている旨、答弁しました。 

 また、対策という視点で、教員が通学路に立って安全指導を行ったり、生徒が

自転車の利用に当たってのマナーについて話し合った内容を校内に掲示するなど

して、自転車の安全な利用を図っている学校もあり、引き続き自転車の安全な利

用について、児童・生徒への指導や家庭への啓発に努めていく旨、答弁いたしま

した。 

○教育長【鍛代英雄】  報告は以上でございます。ただいまの報告につきまし

て、ご質問等がありましたらお願いいたします。 

○委員【菅原順子】  ３点ほどあるのですが、１点目は、ことしの学校閉庁日

の結果はどうだったのかということ。 

 ２点目は、ＡＬＴについて。現在４名、小学校にいらっしゃるということです

が、ＡＬＴの今の実態について、どんな方々で、これは１年契約なのか、契約は

更新されるのか、どんどんかわるのか、あるいはずっと長くいらっしゃるのかと

いうあたりについて。来年から英語科が小学校で始まるとすると、人数的には増
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える計画かというあたりをお聞きします。 

 ３点目はオリンピックについて。一生に一度の財産として心に残る機会を提供

するということですが、来年の６月２９日に聖火が大山を走るということについ

て、教育委員会として、子どもたちにそれに参加させるとか見せるとか、何らか

の方向性があるのか、お伺いします。 

○教育長【鍛代英雄】  １点目の学校閉庁日から。学校教育課長。 

○学校教育課長【守屋康弘】  今年度の学校閉庁日の詳細な資料は今持ち合わ

せておりませんが、昨年よりも休暇の取得率はさらに上がっており、９割５分程

度だと思います。 

○教育指導課長【今井仁吾】  続きまして、ＡＬＴについてお答えいたします。

まず、本市におきましては業務委託ということで、毎年度、プロポーザル方式で

委託業者を決定しております。ただ、最近は結果として同じ業者と委託契約をし

ております。 

 現在小学校で４名と言いましたが、１名は大山小学校、あとの３名で残りの９

校を分担している状況です。 

 来年度は、３・４年生、また５・６年生ともにＡＬＴの配置時間について各ク

ラス２０時間を予定しております。 

 また、業者の選定につきましては、引き続きプロポーザル方式によって、より

よい業者を選定していきたいと考えております。 

 人数については、授業の時間数によって多少変わると思いますが、今のところ

４名から５名、６名。確定はしておりませんが、時間数に合わせて人数は変わっ

ていく見通しです。 

○委員【菅原順子】  ＡＬＴの件ですが、長く勤められている方はいらっしゃ

るのですか。必ず１年でかわるのですか。 

○教育指導課長【今井仁吾】  例えば大山小学校は、トレーナーも務めていた

だいているかなり質の高いＡＬＴですので、こちらからはなるべく同じ人をとい

うことも要望できるのですが、人材の関係もございますので、年によってかわっ

てしまうこともなります。 

○教育長【鍛代英雄】  ３点目の聖火リレーの対応ですが、聖火リレーの詳細

については１２月に発表されるということで承知しております。その内容によっ

て、どういった対応ができるのか、する必要があるのか、それを検討したいと思

いますので、現段階では白紙という状況でございます。 

 ほかに何かございますか。よろしいでしょうか。 

 永井委員。 

○委員【永井武義】  小学校への防犯カメラの設置についてですが、設置の時

期について今後検討することになるということですが、具体的な予算措置という

ものの計画があるのかどうか、またその計画があれば教えていただければと思い

ます。それが１点目です。 

 ２点目のＪＥＴプログラムについてですが、過去の課題がいろいろ書かれてお

りますが、具体的なトラブルあるいは対応に苦慮したということがあったのか。
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それと今後の可能性について、もう少し詳しく教えていただければと思います。 

○教育長【鍛代英雄】  まず防犯カメラについて、教育総務課長。 

○教育総務課長【古清水千多歌】  小学校への防犯カメラの設置に関しまして

は、来年度予算に担当課としては要求を上げていきたいと考えております。 

○教育長【鍛代英雄】  ２点目、ＪＥＴプログラムについて、教育指導課長。 

○教育指導課長【今井仁吾】  ＪＥＴプログラムについてですが、特段大きな

トラブルということは、こちらとしては承知していないのですが、やはり直接雇

用となりで、非常にメリットも多かった。要するに、派遣の仕方として非常にフ

レキシブルに対応できたというところもあるのですが、ただ、直接雇用しており

ますので、突然の体調不良であったり、場合によっては住む場所の手配であった

り、いろいろなことが、負担といいますか、こちらの業務として多くなったとい

う経緯もございまして、途中、ＪＥＴによる直接雇用と業務委託を併用していた

時期もあるのですが、現在はより確実に派遣できる業務委託に移っております。 

○委員【渡辺正美】  ＪＥＴに関して、４ページの小学校給食の委託の部分で、

はっきりと、経営資源の適切な配分により行政サービスの効率的かつ云々と書い

てある中で、確実に予算的なことをここで掲げているわけです。 

 実はＪＥＴプログラムは、住宅の手配やその他のさまざまな対応も、指導主事

の先生がついて計画的に進めなければならず、指導主事もかなりの労力をそちら

に割かなければいけないという課題がありました。経済的な側面も判断の中に入

れていくとすると結局、その判断の中では、ＪＥＴの効果よりも、プロポーザル

で、よりよい会社に委託することで、より多くの子どもたちが英語に接する機会、

つまりＡＬＴをより多く雇用することができる、ＡＬＴについて、毎年交代では

なく、よい人材をより長く雇用してほしいという要望もできる。それからトラブ

ルが起こった際、例えばＪＥＴの場合、すぐ帰ってもらうということはなかなか

できないわけです。契約内容によってですが、最低１年間。さまざまな学校に人

材を送るわけですので、ＡＬＴに不都合がある場合には、すぐ人をかえてもらう。

もちろん体調不良の場合には別の人をすぐ送ってもらうとか、メリット、デメリ

ット、経済的側面等を考え、何年かかけてＪＥＴからＡＬＴに切りかえたという

経過があります。メリットだけを考えるとＪＥＴのほうがいいように見えるのだ

けれど、実は市の担当課としては負担になっていたという経過があったというこ

とは、もう少しつけ加えて説明したほうがわかりやすかったかなと思いました。 

○教育長【鍛代英雄】  ほかにご質問等はありますでしょうか。 

 よろしいでしょうか。それでは進ませていただきます。 

 

  －－－－－－－－－－－－－－ ○ －－－－－－－－－－－－－－－ 

 

日程第３ 教育委員報告 

 

○教育長【鍛代英雄】  日程第３、教育委員報告でございます。先日開催され

ました、令和元年度神奈川県市町村教育委員会連合会研究会につきまして、永井
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委員からご報告をお願いいたします。 

○委員【永井武義】  去る１０月１０日、木曜日、厚木市保健福祉センターに

おいて、令和元年度神奈川県市町村教育委員会連合会研修会が開催され、参加者

名簿によれば１７市１４町村から１２５名が参加しました。 

 講師には、厚木市教育委員会教育総務部教育総務課主幹で教育法務担当、庁内

弁護士として勤務される児玉洋子さんをお迎えして、「スクールロイヤーについ

て」という演題の講演を拝聴しました。 

 開会の冒頭、神奈川県市町村教育委員会連合会会長で、厚木市教育長職務代理

者、杉山繁雄氏並びに厚木市教育長、曽田髙治氏からご挨拶があり、複雑・多様

化する課題に向き合う中、厚木市では平成２８年度から法曹資格を有する庁内弁

護士、インハウスロイヤーを任期付常勤で採用したことが説明されました。 

 現在２代目の児玉氏は、現場に飛び込み、いじめや虐待、不登校や保護者との

トラブル等、さまざまな実態把握に努め、紛争解決や予防に向けて取り組みをし

ているとのことです。 

 さて、講演では、講師の自己紹介に続き、スクールロイヤー制度の概要と、そ

の仕事内容や本音が語られました。 

 まず、最近の動向について、平成２７年の中央教育審議会の答申を受けて、国

としても取り組みのきっかけとなり、翌年には平成２９年度概算要求主要事項に

「スクールロイヤー」という言葉が登場したこと、マスコミ報道にもありました

が、文科省がスクールロイヤーを全国に３００人配置するという方針を固めたこ

とが挙げられました。 

 次に、実際の現場で寄せられる質問や意見を、１０問のＱ＆Ａ方式で解説され、

そのうち４点をピックアップしてご報告いたします。 

 まずＱ１では、スクールロイヤーについて、正確な定義はないものの、文科省

では①法的側面からのいじめの予防教育、②学校における法的相談への対応、③

法令に基づく対応の徹底等を行うものとし、日弁連の立場では、子どもの最善の

利益の観点から助言する弁護士を称するものであるとし、講師が実務的観点から

分類した公立学校と私立学校のタイプについても説明が加えられました。 

 Ｑ２では、ケース会議において、話し合いや教育、穏便にといった学校の文化 

を感じる一方、難しい案件の増加が課題となる中で、批判的思考、クリティカル 

シンキングにより、いろいろな視点で対応、解決案、最善策をつくり上げる必要 

性を述べられました。 

 Ｑ５では、常勤の庁内弁護士は、定期的な学校訪問による経験値があり、協定 

型と異なり、常時相談が可能で、簡易・迅速で柔軟である等のメリットが挙げら 

れました。 

 Ｑ６では、３６校のレギュラー学校訪問を初め、各種相談・対応、スクールソ

ーシャルワーカー等との意見交換、研修会や講演会の開催、ニュースレターと

いう広報誌の発行など、実際の取り組みについて説明がありました。 

  その他、調査報告書の起案、１日の業務の様子、１年間の活動実績、かかわ

った成功事例、今後の課題、スクールロイヤー制度導入の是非等について、詳
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しく述べられました。 

  以前に、ラミラダからお越しの先生が弁護士を兼ねていらっしゃる事例もあ

りましたが、学校現場や教育委員会において困難な課題を抱える中で、法的立

場を有する専門家の存在が必要な時代になっていることを改めて感じるととも

に、先生の仕事をサポートする働き方改革の観点からも、その有効性を認識し

た次第です。一方で、これまでの課題解決の学校文化も重要であり、個人情報

をどこまで共有するのか、役割分担の線引きなども課題として考えられます。 

 スクールロイヤー制度の導入には種々議論が必要と思われますが、向き合う案

件の内容や緊急性など、多くの事例を通して、先生方が法的な考えを磨くこと

も大切であり、具体的には保護者に対する適切な文書回答の仕方や、記録のと

り方など、研修や講演の機会を得て学ぶ機会があればよいと思いました。 

  以上、長くなりましたが、研修会のご報告といたします。 

○教育長【鍛代英雄】  ありがとうございました。 

 ただいまの報告内容につきまして、何かございましたらお願いいたします。 

 よろしいでしょうか。それでは進めます。 

 

  －－－－－－－－－－－－－－ ○ －－－－－－－－－－－－－－－ 

 

その他 

 

○教育長【鍛代英雄】  次はその他ということでございます。委員の皆様か

ら何かありますでしょうか。事務局から何かありますか。 

  特にないようですので、最後に、来月の定例会の日程をお願いします。 

○教育総務課長【古清水千多歌】  教育委員会１１月定例会は、１１月２６

日、火曜日、午前９時３０分から、開催場所は市役所第２委員会室になります。 

  以上です。 

○教育長【鍛代英雄】  それでは、本日の教育委員会議はこれをもって閉会

とさせていただきます。どうもありがとうございました。 

 

  午前１０時１０分   閉会 

 

  －－－－－－－－－－－－－－ ○ －－－－－－－－－－－－－－－ 

 

＜配布資料＞ 

□資料１ 市議会９月定例会 教育委員会関連総括質疑及び一般質問答弁の概 

要 

□資料２ 令和元年度神奈川県市町村教育委員会連合会研修会 






























